
　
開
星
中
学
校
・
高
校
で
は
、
１
９
９
９

年
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
全
面
実

施
を
見
据
え
て
「
開
星
ド
リ
カ
ム
・
プ
ラ
ン
」

（
現
「
開
星
夢
実
現
計
画
」）
と
呼
ば
れ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
将
来
を
見
据
え
て
夢

や
目
標
を
描
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
志
望

大
学
・
学
部
を
定
め
、
日
々
の
学
習
や
大

学
入
試
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て

い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
名
称
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
先
進
例
で
あ
っ
た
福
岡
県
立
城

南
高
校
の
「
ド
リ
カ
ム
・
プ
ラ
ン
」
を
参

考
に
し
た
。

　「
開
星
ド
リ
カ
ム
・
プ
ラ
ン
」
は
マ
イ
ナ
ー

チ
ェ
ン
ジ
し
な
が
ら
継
続
し
て
き
た
が
、

２
０
１
１
年
度
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
申
請
を
機
に

大
幅
な
改
訂
に
取
り
組
ん
だ
。
浜
屋
陽あ

き
ら

教

頭
は
そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「『
開
星
夢
実
現
計
画
』
で
は
、
１
年
次

に
職
業
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
が
、

３
年
次
の
最
後
の
面
接
練
習
で
志
望
動
機

を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
が
浅
い
印

象
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
職
業
や
大
学
な
ど
の
進
路
に
関

す
る
知
識
は
増
え
た
も
の
の
、
高
校
生
活

を
通
し
て
自
分
が
ど
う
い
う
能
力
を
身
に

つ
け
た
の
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
認
識

で
き
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
成
長
を

実
感
し
、
自
分
は
社
会
で
ど
の
よ
う
に
活

躍
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
そ

れ
を
語
れ
る
力
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
」

　
折
し
も
「
21
世
紀
型
能
力
」
な
ど
の
学

力
観
を
巡
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
た
時

期
と
も
重
な
り
、
浜
屋
教
頭
を
座
長
と
す

る
「
開
星
未
来
構
想
委
員
会
」
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
育
成
す
べ
き
生
徒
像
と
学
力
観

の
統
一
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同

時
に
、「
開
星
ド
リ
カ
ム
・
プ
ラ
ン
」
を
再

編
し
て
６
年
一
貫
の
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
中
高
一
貫
コ
ー
ス
で
実
施
）
を

策
定
し
、
13
年
度
か
ら
５
年
間
の
指
定
で

Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
採
択
さ
れ
た
。
以
下
、「
開
星
夢

実
現
計
画
」
の
中
核
的
取
り
組
み
で
あ
る

「
ド
リ
カ
ム
の
時
間
」
と
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
中
心
に
、
進
路
意
識
を
高

め
る
取
り
組
み
を
見
て
い
く
。

　
同
校
の
学
力
観
は
「
つ
つ
も
」
に
集
約

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
つ
く
る
力
（
創

造
力
）」「
つ
な
が
る
力
（
共
生
力
）」「
も

ち
こ
た
え
る
力
（
忍
耐
力
）」
の
頭
文
字

を
取
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
大お

お

多た

和わ

聡あ
き

宏ひ
ろ

校
長
が
常
々
生
徒
や
教
師
に
語
り

生
徒
自
身
が
成
長
を
実
感
で
き
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
深
化
さ
せ
た
い

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
を

「
つ
つ
も
」の
３
つ
に
集
約

島
根
県
・
私
立
開
星
中
学
校
・
高
校

社
会
を
変
え
ら
れ
る
と
い
う
手
応
え
が

進
路
意
識
を
豊
か
に
醸
成
す
る

開
星
中
学
校
・
高
校
で
は
、
２
０
１
３
年
度
に
校
内
で
学
力
観
の
統
一
を
図
り
、

10
年
来
の
歴
史
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
教
育
「
開
星
ド
リ
カ
ム
・
プ
ラ
ン
」
に
加
え
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
中
高
一
貫
コ
ー
ス
で

「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
導
入
し
た
。
教
科
の
学
び
を
実
践
で
生
か
す
こ
と
で
、

社
会
を
変
え
ら
れ
る
力
を
生
徒
に
自
覚
さ
せ
、
真
の
希
望
進
路
に
迫
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

実
践
事
例
●2
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特
集

　
　10

年
後
、
20
年
後
の
社
会
を
見
据
え
た

　こ
れ
か
ら
の
進
路
指
導
の
あ
り
方

か
け
て
き
た
言
葉
だ
。

　「『
つ
つ
も
』
に
集
約
す
る
前
は
、
学
力

の
捉
え
方
が
教
師
間
で
ま
ち
ま
ち
で
し

た
。
あ
る
先
生
は
知
識
に
比
重
を
置
き
、

別
の
先
生
は
活
用
力
に
注
目
す
る
。
最
終

的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
志
望
す
る
大
学

の
入
試
を
突
破
で
き
る
力
を
育
成
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て

も
、
そ
こ
で
重
視
す
る
力
に
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。
教
師
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
前
に

進
む
た
め
に
、
全
校
で
目
指
す
べ
き
学
力

上
で
指
導
案
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
授
業
後
の
振
り
返
り
で
も
、
以
前

は
先
生
方
が
思
い
思
い
に
感
想
を
述
べ
る

程
度
で
し
た
が
、
今
は
『
つ
つ
も
』
を
切

り
口
と
し
て
建
設
的
な
話
し
合
い
が
で
き

て
い
ま
す
」
と
大
多
和
校
長
は
述
べ
る
。

　「
開
星
夢
実
現
計
画
」（
図
）
の
中
心
的

な
取
り
組
み
が
、水
曜
日
５
時
間
目
の
「
ド

リ
カ
ム
の
時
間
」（
17
年
度
か
ら
「
進
路

観
を
統
一
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
浜

屋
教
頭
）

　
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
と
は
何

か
、「
開
星
未
来
構
想
委
員
会
」
の
メ
ン

バ
ー
が
話
し
合
っ
て
約
20
の
案
を
出
し
、

そ
れ
を
半
分
に
ま
と
め
、
最
後
に
論
理
的

思
考
力
や
分
析
力
は
「
つ
く
る
力
」
に
、

表
現
力
や
協
働
性
は
「
つ
な
が
る
力
」
に
、

自
律
性
や
計
画
性
は
「
も
ち
こ
た
え
る
力
」

に
、
と
い
っ
た
具
合
に
「
つ
つ
も
」
に
集

約
し
、
全
教
師
が
持
つ
べ
き
共
通
の
学
力

観
が
固
ま
っ
た
。

　「
研
究
授
業
の
際
、先
生
方
は
『
つ
つ
も
』

の
ど
の
力
を
育
て
る
の
か
を
明
確
に
し
た

島
根
県
・
私
立
開
星
中
学
校
・
高
校

◎
松
江
ミ
シ
ン
裁
縫
女
学
院
と
し
て
創
立
。「
品
性
の
向

上
を
は
か
り
、
社
会
の
発
展
に
役
立
つ
有
望
な
人
材
を

育
成
す
る
」を
建
学
の
精
神
と
す
る
。陸
上
・
柔
道
・
野
球
・

体
操
・
テ
ニ
ス
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の
部
活
動
が
多
い
。

◎
設
立
　
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
島
根
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
島
根

県
立
大
な
ど
に
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、同
志
社
大
、

立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
、
広
島
経
済
大
、

広
島
国
際
大
、
安
田
女
子
大
な
ど
に
延
べ
40
人
が
合

格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.kaisei.m

atsue.shim
ane.

jp/

開
星
中
学
校
・
高
校

石
川
浩
介
　い
し
か
わ
・
こ
う
す
け

教
職
歴
14
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

学
習
進
路
部
部
長
。
高
校
２
学
年
主
任
。

「
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
」

開
星
中
学
校
・
高
校
校
長

大
多
和
聡
宏
　お
お
た
わ
・
あ
き
ひ
ろ

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。

「
生
徒
は
未
来
か
ら
の
留
学
生
。
未
来
で

輝
い
て
く
れ
る
た
め
に
尽
力
す
る
」

開
星
中
学
校
・
高
校
教
頭

浜
屋
陽

　は
ま
や
・
あ
き
ら

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
29
年
目
。

「
よ
り
高
み
へ
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
挑
戦

す
る
姿
勢
を
持
つ
」

開
星
中
学
校
・
高
校

田
中
薫

　た
な
か
・
か
お
る

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。

研
究
開
発
主
事
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
長
。「
常
に
生
徒

と
と
も
に
、常
に
生
徒
の
た
め
に
、常
に
公
平
に
」

進
路
観
の
醸
成
と
思
考
力
・

表
現
力
を
養
う「
進
路
探
究
」

図 「開星夢実現計画」（特別進学コースの場合）

行事名の下にある表示の意味
（自）：自分を知る、自分を表現する　（社）：社会に学ぶ、社会を学ぶ　（進）：進路（夢）を考える

＊学校資料を基に編集部で作成

ステージⅠ
1年　〈視野の確立〉

ステージⅡ
2年　〈夢の探求〉

ステージⅢ
3年　〈夢に向かって〉

三瓶研修
（自）
入学後の 4月末に実施。新
入生同士で交流を深め、集
団生活により規律を学ぶ。ク
ラスごとに校歌を歌う「合唱
コンクール」が開催される。

小論文コンクール
（自）（社）
受験勉強や自己表現、コミュ
ニケーションの基礎となる小
論文を全員で学ぶ。最後は、
全員参加による、コンクール
を実施。

ライフプランニング
（自）（社）（進）
生命保険会社とのコラボレー
ション授業。一人ひとりの人
生をプランニングし、自分の
人生を考える。卒業後も役
立つ実践的な授業。

アメリカ研修旅行
（自）（社）
アメリカの姉妹校を訪れ、
ホームステイをしながら異文
化を体験する。
※高校1・2年生合同での自由参加

模擬裁判
（社）
「裁判員制度」を、実際の
事件を題材に学ぶ。最後は、
模擬裁判を傍聴し、全員で
判決を出す。

面接・小論文指導
（自）（進）
進学・就職に備え、一人ひと
りの進路希望に合わせてきめ
細かく指導。ここまでの開星
高校での経験により、自己
表現力が上がっていることを
実感する。

語彙・読解力養成講座
（自）（社）（進）
社会への視野を広げ、社会
を読み解くために語彙・読解
力を養成する。検定を受験
することも可能。

関東研修旅行
（自）（社）（進）
関東方面で2泊 3日の研修
を行う。自分で行きたいとこ
ろを決め、進路について考え
る。

進路情報会
（自）（社）（進）
大学・短大・専門学校の教員
を招き、自分の進路希望に合
わせて、進学後や将来の話
を聞く。
※3年間実施
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カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
１
・
２
年
生

は
興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
で
ミ
ニ
課
題

研
究
を
行
い
、
興
味
・
関
心
を
広
げ
た
り

社
会
貢
献
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
。
16

年
度
現
在
、
３
年
生
19
人
、
１
・
２
年
生

11
人
が
加
入
し
て
い
る
が
、
特
に
１
・
２

年
生
が
３
年
生
か
ら
受
け
る
刺
激
が
大
き

い
と
い
う
。

　「
３
年
生
が
大
学
入
試
に
向
け
て
小
論

文
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
間
近
に
見
た

り
、
先
輩
と
一
緒
に
入
試
の
小
論
文
問
題

に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
中
で
大
き
な
刺
激

を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
運
動
部
な
ど

に
所
属
し
て
い
る
生
徒
に
も
兼
部
さ
せ
、

小
論
文
講
座
に
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
生
徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
石
川
先
生
）

　
16
年
度
に
４
年
目
を
迎
え
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の

「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
サ
イ

エ
ン
ス
（
科
学
）・
モ
ラ
リ
テ
ィ
（
道
徳
性
）・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
（
国
際
性
）・

リ
テ
ラ
シ
ー
（
読
み
書
き
能
力
）・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
先
進
性
）
の
頭
文
字
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

に
あ
た
っ
て
教
師
た
ち
が
念
頭
に
置
い
た

の
は
、
現
状
の
教
育
に
対
す
る
反
省
で
あ

る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
長
の
田
中
薫
先
生
は
言
う
。

　「
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
を
テ
ス
ト
で

再
現
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
本
当
に
社

会
で
役
立
つ
力
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
る

の
か
と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

単
に
大
学
に
合
格
す
る
た
め
だ
け
の
勉
強

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
力
が
社
会
に
有

用
な
も
の
で
あ
る
、
授
業
で
学
ん
で
い
る

こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ

か
せ
、
生
徒
の
変
容
を
促
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
」

　
取
り
組
み
の
軸
に
な
る
の
が
、
学
校
設

定
科
目
の
「
科
学
探
究
」
と
「
課
題
研
究
」

だ
。
中
学
１
年
次
～
高
校
１
年
次
の
「
科

学
探
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
、
実
験
デ
ザ
イ
ン
や

リ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン

キ
ン
グ
な
ど
を
身
に
つ
け
る
。
そ
の
上
で
、

高
校
２
・
３
年
次
に
理
系
選
択
者
を
対
象

に「
課
題
研
究
」を
実
施
し
、自
分
が
興
味
・

関
心
の
あ
る
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
意

識
し
た
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
。

　「
理
科
以
外
の
教
科
の
知
識
も
総
動
員

し
て
実
験
・
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
自
分

た
ち
が
習
得
し
た
知
識
が
役
に
立
つ
、
社

会
を
変
え
る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

づ
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
し
た
自
覚
を
持
つ

こ
と
が
社
会
の
一
員
と
し
て
必
要
な
素
養

で
あ
り
、
卒
業
後
も
自
ら
学
び
続
け
る
基

盤
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、

田
中
先
生
は
期
待
を
寄
せ
る
。

　
中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
中
学
３
年
次
・
高

校
１
年
次
を
対
象
と
し
た
「
起
業
家
ス

ク
ー
ル
　

ｆ
ｏ
ｒ
　

サ
イ
エ
ン
ス
」（
写
真
）

も
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
取

り
組
み
の
１
つ
だ
。
生
徒
が
企
業
に
商
品

を
提
案
し
て
共
同
開
発
を
行
い
、
文
化
祭

な
ど
で
販
売
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
生
徒

自
身
が
受
け
入
れ
企
業
を
探
し
て
ア
ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト
を
取
り
、
実
際
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
出
資
を
依
頼
す
る
。

電
話
口
で
断
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な

探
究
」
に
名
称
変
更
予
定
）
だ
。
職
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
進
路
講
話
な
ど
、
ま
と
ま
っ

た
時
間
が
必
要
な
活
動
は
、
６
時
間
目
の

Ｌ
Ｈ
Ｒ
と
つ
な
げ
て
２
コ
マ
連
続
で
実
施

し
て
い
る
。

　
１
年
次
は
職
業
調
べ
を
通
し
て
自
分
に

適
し
た
進
路
を
考
え
、
２
年
次
に
そ
の
進

路
に
つ
な
が
る
学
問
分
野
や
大
学
・
学
部
・

学
科
を
絞
り
込
む
。
特
徴
は
、
２
年
次
に

大
学
・
学
部
・
学
科
調
べ
と
並
行
し
て
小

論
文
講
座
や
ス
ピ
ー
チ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
語
彙
・
読
解
力
講
座
と
い
っ
た

表
現
力
育
成
の
取
り
組
み
に
重
点
を
置
い

て
い
る
点
だ
。
学
習
進
路
部
部
長
の
石
川

浩
介
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
教
科
の
学
び
や
進
路
選
択
に
お
い
て

何
よ
り
重
要
な
の
は
、
生
徒
が
自
分
で
考

え
行
動
す
る
力
で
す
が
、
本
校
の
場
合
、

自
ら
考
え
る
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着
け
て

い
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
進
路
意
識
の
醸
成
だ
け
で
は
な
く
、

進
路
実
現
に
必
要
な
思
考
力
や
表
現
力
の

育
成
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
16
年
度
に
は
、
思
考
力
や
表
現
力
を

高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、
石
川
先
生
が

顧
問
と
な
り
、「
探
究
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

部
活
動
を
創
部
し
た
。
３
年
生
は
２
年
次

の
流
れ
を
引
き
継
い
で
小
論
文
や
デ
ィ
ス

写真　｢起業家スクール for サイエンス」の様子。商品開発、販売
などの過程で「自己実現」「社会貢献」といった仕事の価値を学ぶ。

学
び
と
社
会
の
つ
な
が
り
に
気
づ
く

「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
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特
集

　
　10

年
後
、
20
年
後
の
社
会
を
見
据
え
た

　こ
れ
か
ら
の
進
路
指
導
の
あ
り
方

く
、社
会
の
厳
し
さ
を
知
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
。

　
学
び
の
意
義
を
体
感
さ
せ
る
た
め
に
、

教
科
融
合
型
の
授
業
に
も
着
手
し
た
。「
Ｓ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
中
学
１

年
生
〜
高
校
１
年
生
を
対
象
に
、
国
語
と

英
語
を
融
合
さ
せ
た
学
校
設
定
科
目
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
ソ
ッ
ド
」
を
実
践

し
て
い
る
。
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
日
本
語

で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
論
理
的
思
考
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
を

目
指
す
。

　
16
年
度
か
ら
は
ド
リ
カ
ム
コ
ー
ス
（
17

年
度
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」

に
名
称
変
更
）
３
年
次
の
選
抜
ク
ラ
ス
で

も
、
教
科
融
合
型
の
授
業
を
取
り
入
れ
、

１
学
期
は
理
科
と
地
歴
・
公
民
、
２
学
期

は
国
語
と
英
語
で
実
施
し
た
。
理
科
と
地

歴
・
公
民
の
融
合
授
業
で
は
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
を
行
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
で
食
材
や
商
品
を
考
え
、
生
産
・

流
通
ま
で
見
据
え
た
計
画
を
立
て
て
発
表

す
る
。
味
覚
や
栄
養
な
ど
食
品
の
成
分
に

つ
い
て
は
理
科
分
野
、
商
品
開
発
や
流
通

は
地
歴
・
公
民
分
野
の
知
識
が
反
映
さ
れ

る
。
16
年
度
の
３
年
生
は
、
出
雲
市
斐ひ

川か
わ

町ち
ょ
うの
出
西
生
姜
を
使
用
し
た
ジ
ン
ジ
ャ
ー

エ
ー
ル
の
開
発
を
提
案
し
た
。
17
年
度
か

ら
は
３
年
次
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
全
ク
ラ
ス
で
教
科
融
合
型
の
授
業
を
取

り
入
れ
る
予
定
だ
。

　「
ド
リ
カ
ム
の
時
間
」
や
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
進
路
意
識
・
社
会
貢

献
意
識
を
醸
成
し
て
き
た
生
徒
た
ち
が
、

最
後
に
自
分
と
社
会
や
大
学
と
の
接
点
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
に
な
る
の
が
、

学
習
進
路
部
主
導
で
実
施
す
る
「
判
定
面

接
」
だ
。
一
般
に
大
学
へ
の
推
薦
の
可
否

は
、
推
薦
基
準
に
照
ら
し
、
教
師
が
会
議

で
決
め
る
こ
と
が
多
い
が
、同
校
で
は
「
判

定
面
接
」
と
呼
ば
れ
る
生
徒
と
の
面
談
で

推
薦
の
可
否
を
決
定
す
る
。

　
推
薦
希
望
者
１
人
に
対
し
て
教
師
２
人

の
面
接
を
行
い
、
志
望
理
由
や
進
学
後
の

展
望
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
聞
く
。
ど
の
よ
う

な
地
域
貢
献
が
し
た
い
の
か
、
な
ぜ
そ
の

学
問
を
学
び
た
い
の
か
を
繰
り
返
し
問
い

か
け
る
中
で
、
生
徒
自
身
も
漠
然
と
し
て

い
た
考
え
が
明
確
に
な
り
、
自
信
を
持
っ

て
推
薦
入
試
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

　「
面
接
を
受
け
る
生
徒
に
は
、
私
た
ち

を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
話
を
し
な
さ
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
人
の
心
を
動
か
す
く
ら

い
の
こ
と
が
言
え
な
け
れ
ば
、
本
人
も
覚

悟
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
進
学
後
も
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
続
か
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
、
浜
屋
教
頭
は
語
る
。

　
ロ
シ
ア
に
バ
レ
エ
留
学
し
て
い
た
生
徒

は
、帰
国
後
、将
来
の
目
標
が
持
て
な
か
っ

た
が
、
面
談
を
繰
り
返
す
中
で
「
島
根
県

と
ロ
シ
ア
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
」
と
い

う
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
念
発

起
し
て
受
験
勉
強
に
取
り
組
み
、
ロ
シ
ア

と
交
流
の
あ
る
島
根
県
立
大
学
に
合
格

し
、
入
学
式
で
新
入
生
代
表
の
言
葉
を
任

せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
数
年
、
主
体
的
に
進
路
実
現
に
向

か
う
生
徒
が
増
え
た
の
も
一
連
の
取
り
組

み
の
成
果
で
あ
る
。
探
究
ク
ラ
ブ
で
は
、

生
徒
同
士
が
自
主
的
に
面
接
練
習
に
取
り

組
ん
だ
り
、
志
望
理
由
書
を
見
せ
合
い
批

評
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

海
外
の
大
学
に
進
学
し
た
い
と
い
う
生
徒

も
毎
年
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
生
徒
同
士
が
学
び
合
う
場
面
も
増
え

た
。
同
校
で
は
全
校
で
「Classi

」（
＊
）
を

導
入
し
、
生
徒
の
自
学
自
習
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
あ
る
生
徒
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
能
を
使
っ
て
質
問
す
る
と
、
教

師
が
回
答
す
る
前
に
別
の
生
徒
が
必
ず
答

え
を
書
き
込
む
。
な
ぜ
そ
の
解
き
方
に
な

る
の
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
生
徒
同
士
で

生
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、
教
え
る
側
も
教

わ
る
側
も
理
解
が
深
ま
る
と
い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
授
業
力
の
向
上
で
あ
る

と
、
大
多
和
校
長
は
語
る
。

　「
答
え
の
な
い
社
会
で
学
び
続
け
る
人

材
を
育
て
る
に
は
、
教
師
を
乗
り
越
え
て

い
く
く
ら
い
、
豊
か
な
発
想
を
持
っ
た
生

徒
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
教
師
自
身
の
指
導

力
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
力
を
高
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
先
生
方
に
研
さ
ん
を
積
ん

で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
生
徒
と
教
師
が

と
も
に
成
長
し
て
い
け
る
学
校
の
風
土
・

文
化
の
醸
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
大
多
和
校
長
）

＊株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援す
るサービス。

教
科
融
合
型
授
業
の
導
入
で
、

知
識
を
統
合
・
活
用
す
る
力
を
養
う

面
談
で
の
問
い
か
け
が

進
路
へ
の
考
察
を
深
め
る
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